超音波診断装置
仕　様　書　②
静岡県立こども病院
１.構成内訳
１．超音波診断装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１式
   （構成内訳）
　　１　超音波診断装置本体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１台
　　２　トランスジューサ　　　
　　　　　マトリックストランスジューサ（成人心臓用）　　　　　　　　1本
　　　　　マトリックストランスデューサ（小児心臓用）　　　　　　　　1本
マトリックス経食道トランスジューサ（心臓用）　　　　　　　1本
セクタトランスジューサ（心臓用）　　　　　　　　　　　　　1本
セクタトランスジューサ（小児心臓用）　　　　　　　　　　　1本　
経食道トランスジューサ（新生児用）　　　　　　　　　　　　1本
セクタトランスジューサ（新生児心臓用）　　　　　　　　　　1本
リニアトランスジューサ（血管穿刺用）　　　　　　　　　　　1本
コンベックストランスジューサ（胎児用）　　　　　　　　　　1本
　　３　画像記録装置
　　　　　モノクロビデオプリンタ　　　　　　　　　　　　　　　　　  1台
　　４　接続、付属品　　　　　　　　　  
　　　　　Tomtec 4DLVRVソフトウェア
　　　　　QLABソフトウェア(2ライセンス)
　　　　　ファイルメーカープロライセンス
　　　　　画像編集用PC
　　　　　エコー装置オンライン化対応
調達物品に備えるべき技術的要件
（性能、機能に関する要件）
1. 超音波診断装置本体
1-1. 本体基本機能について以下の要件を満たすこと。
1-1-1. 十分な解像度の断層エコー及びカラードプラ、パルスドプラ、連続波ドプラ、Mモード、パワードプラ、組織ドプラ、組織パルスドプラを有すること。
1-1-2. 電子マトリックス走査・電子セクタ走査、電子リニア走査、電子コンベックス操作が可能であること。
1-1-3. 断層画像のゲイン調整は深さ方向（TGC）に8本以上のスライドレバーで調整可能であること。
1-1-4. 断層画像のゲイン調節は方位方向（LGC）に8本以上のスライドレバーで調整可能であること。
1-1-5. 断層エコー法においてワンボタンで、ゲイン・TGCを最適化する機能を有すること。
1-1-6. 血管エコーの検査時間短縮のため、全てのリニアトランスジューサでの検査において、カラードプラの関心領域の位置・ステアリング角度・パルスドプラのサンプルボリュームの位置と角度を、ワンボタンで自動調節する機能を有し、さらに血流情報を自動追従してカラードプラのステアリング角度とパルスドプラのサンプルボリューム角度を自動調整する機能を有すること。
1-1-7. ストレスエコー検査用プロトコルが組め、画像取り込み方法にマルチサイクル取り込み機能を有すること。
1-1-8. パルスドプラモードにおいてワンボタンでベースライン及び流速レンジを最適化する機能を有すること。
1-1-9. ドプラ波形をリアルタイムでトレースし、最高流速、平均流速、PI、RIを自動計測し表示する機能を有 
すること。
1-1-10. 本体ハードディスクは350GB以上を有し、本体ハードディスクに保存した画像をDICOM形式で院内ファイ
リングシステムに転送可能であること。
1-1-11. 本体ハードディスクに保存した画像を参照画像として表示し、ライブ画像と比較する機能を有すること。
1-1-12. 院内システムよりワークリストを取得し、患者の取り違えを防ぐためにバーコードリーダーを使用して
患者検索が可能であること。
1-2.    本体高度循環器用機能について以下の要件を満たすこと。
1-2-1. 2D動画像の左室心内膜を境界認識機能とスペックルトラッキング機能の両方の手法により、それぞれ自 
動トレースすることができ、トレースした心内膜の拡張収縮の動きに時間ごとに色をつけ、等高線のような表示が可能であること。
1-2-2. スペックルトラッキング機能により、左室全体および局所の左室壁運動、歪み、タイミングを定量評価
する機能を有すること。
1-2-3. 任意に編集可能な短軸テンプレートおよび心尖部テンプレートの両方において、解析結果をAHA/ASE推奨
17分割ブルズアイで表示可能であること。
1-2-4. 経食道トランスジューサを含む全ての心臓用トランスジューサで、基準断面に対して、任意角度の回転
方向・厚み方向の断面をリアルタイムに同時に表示可能であること。
1-2-5. 経食道トランスジューサを含む全ての心臓用トランスジューサで、操作パネル上のロータリーノブを回
すことで、トランスジューサを手で回転させなくても、リアルタイムにスキャン断面が任意の角度に回転する機能を有すること。さらに、この機能をストレスエコープロトコルで使用可能であること。
1-2-6. 経食道トランスジューサを含む全ての心臓用トランスジューサで、リアルタイムに3次元動画像を表示す
る機能を有し、3D動画像はトラックボールで容易かつリアルタイムに回転させることが可能で、かつ、任意方向からトリミングができること。
1-2-7. 経食道トランスジューサを含む全ての心臓用トランスジューサで、シングルビート・フルボリューム機
能が可能であること。更にボリュームサイズの調節が可能で最大98°×104°以上の表示が可能であること。
1-2-8. 経食道トランスジューサを含む全ての心臓用トランスジューサで、リアルタイムに任意の画角のカラー
3D動画像を表示可能であること。
1-2-9. リアルタイムフルボリューム3D動画像をワンボタンで真ん中で割り、内部を立体的に両方向から観察す
る機能を有すること。
1-2-10. リアルタイム3D動画像を、ワンボタンで、二つの相対する方向を向いて2画像並べる機能を有することで、
弁の房室両側から見た画像を一度に確認できる機能を有する事。
1-2-11. 装置本体上で、フリーズを掛けたリアルタイム3D画像の上で直接、距離計測およびトレースによる面積
計測が可能であること。
1-2-12. 装置本体上で3D動画像の容量計測が可能で、かつ、全体と、AHAに準拠した17分割に分けた容量の変化を
グラフにて表示すること可能であること。さらに、その解析結果から左室壁の局所における運動のタイミングと、左室壁収縮変位量をブルズアイによるパラメトリック表示により表現する事が可能であること。
1-2-13. 前項機能において、内膜のトレース精度を客観的に評価するパラメータを有すること。
2. トランスジューサについて以下の要件を満たすこと。
2-1.    マトリックストランスジューサ（成人心臓用）について、以下の要件を満たすこと。
2-1-1. 電子走査方式のマトリックスアレイ型であること。
2-1-2. １～５MHz以上の周波数帯域を有すること。
2-1-3. 2D, M-mode, Color, Color M-mode, PW, CW, TDI, TDI PW, xPlane,Live 3D, 3D zoom, 3DzoomColor, Full Volume, 3D colorの全てのモードが使用可能であること。
2-1-4. Elevation方向の空間コンパウンド機能を有すること。
2-1-5. 単結晶素材の素子を採用していること。
2-1-6. 長時間の検査でも片手で保持できるよう、現在、当院検査室で使用する心臓超音波診断装置の２D用セク
タトランスジューサと比較して、形状・重量が同等であること。
2-2.    マトリックストランスジューサ（小児心臓用）について、以下の要件を満たすこと。
2-2-1. 電子走査方式のマトリックスアレイ型であること。
2-2-2. ２～７MHz以上の周波数帯域を有すること。
2-2-3. 2D, M-mode, Color, Color M-mode, PW, CW, TDI, TDI PW, xPlane,Live 3D, 3D zoom, 3DzoomColor, 
Full Volume, 3D colorの全てのモードが使用可能であること。
2-2-4. 単結晶素材の素子を採用していること。
2-2-5. 長時間の検査でも片手で保持できるよう、現在、当院検査室で使用する心臓超音波診断装置の小児用２D
用セクタトランスジューサと比較して、形状・重量が同等であること。
2-3.    マトリックス経食道トランスジューサ（心臓用）について、以下の要件を満たすこと。
2-3-1　電子走査方式のマトリックスアレイ型であること。
2-3-2　２～７MHz以上の周波数帯域を有すること。
2-3-3　2D, M-mode, Color, Color M-mode, PW, CW, TDI, TDI PW, xPlane,Live 3D, 3D zoom, 3DzoomColor, 
Full Volume, 3D colorの全てのモードが使用可能であること。
2-3-4 単結晶素材の素子を採用していること。
2-3-5　温度計算機構を搭載し、先端のチップが一定温度に到達すると、自動的に超音波の送信を停止する機能
を有すること。
2-4.    セクタトランスジューサ（心臓用）について、以下の要件を満たすこと。
2-4-1　電子走査方式であること。
2-4-2 １～５MHz以上の周波数帯域であること。
2-4-3 ティッシュハーモニック機能を有すること。
2-4-4　単結晶素材の素子を採用していること。
2-5.    セクタトランスジューサ（小児用）について、以下の要件を満たすこと。
2-5-1　電子走査方式であること。
2-5-2 ３～８MHz以上の周波数帯域であること。
2-5-3　ティッシュハーモニック機能を有すること。
2-6.    経食道トランスジューサ（新生児用）について、以下の要件を満たすこと。
2-6-1 電子走査方式であること。
2-6-2 ３～８MHz以上の周波数帯域であること。
2-6-3　ティッシュハーモニック機能を有すること。
2-6-4　体重3.5kg未満2.5kgを越える患者に対応していること。
2-7.    セクタトランスジューサ（新生児用）について、以下の要件を満たすこと。
2-7-1 電子走査方式であること。
2-7-2　４～１２MHz以上の周波数帯域であること。
2-7-3　ティッシュハーモニック機能を有すること。
2-8.    リニアトランスジューサ（血管穿刺用）について、以下の要件を満たすこと。
2-8-1. 電子走査方式であること。
2-8-2. ７～１５MHz以上の周波数帯域であること。
2-8-3. 多方向からのビーム送受信よる空間コンパウンド機能を有すること。
2-9.    コンベックストランスジューサ（腹部血管用）について、以下の要件を満たすこと。
2-9-1 電子走査方式であること。
2-9-2 ４～９MHz以上の周波数帯域であること。
2-9-3 多方向からのビーム送受信よる空間コンパウンド機能を有すること。
3. 画像記録装置について、以下の要件を満たすこと。
3-1.    白黒ビデオプリンタを有すること。
4. 接続、付属品について以下の要件を満たすこと。
4-1.    Tomtec 4DLVRVソフトウェア、QLABソフトウェア(2ライセンス)で心機能の解析が可能なこと。
4-2.    院内のデータベース接続アプリケーション(DBソフト)を有すること。
4-3.    画像編集用PCを有すること。
4-4.    NEC院内無線LANシステムを介してXceleraサーバもしくは、院内PACSシステムおよび
解析システムに有線、無線で接続できる機能を有すること。
